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６年度決算

一般会計・特別会計

公営企業会計

会計区分 歳　入　額 歳　出　額 翌年度へ
繰り越すべき財源 実質収支額 基金繰入額 採決結果

一 般 157億8936万円 153億7292万円 5064万円 3億6580万円 1億8300万円 全員賛成

国民健康保険 27億8149万円 27億3514万円 0円 4635万円 2320万円 全員賛成

後期高齢者医療 3億8353万円 3億8164万円 0円 189万円 0円 全員賛成

介 護 保 険 26億7915万円 25億9531万円 0円 8384万円 4200万円 全員賛成

会　　　計　　　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額 採決結果

水 道 事 業
収益的収支（税抜） 7億6345万円 6億8051万円 � 8294万円

全員賛成
資 本 的 収 支 2億5562万円 4億4910万円 �△1億9348万円

病 院 事 業
収益的収支（税抜） 6億8847万円 7億4818万円 � △5971万円

全員賛成
資 本 的 収 支 1億  324万円 1億2929万円 � △2605万円

下 水 道 事 業
収益的収支（税抜） 9億5800万円 9億5045万円 � 755万円

全員賛成
資 本 的 収 支 10億9773万円 13億7973万円 �△2億8200万円

執
行
の
概
要
を
問
う
総
括
質
疑

会計別の決算状況

町
民
負
担
の公平

性
確
保
を

問　
６
年
度
の
収
納
確
保
に

向
け
た
取
組
み
で
、
前
年
度

ま
で
と
手
法
の
内
容
が
変
わ

っ
て
い
る
点
は
あ
る
か
。

答　

現
年
度
分
を
所
管
課
、

過
年
度
分
を
徴
収
対
策
課
の

所
管
と
す
る
体
制
を
７
年
３

月
ま
で
維
持
し
て
き
た
。
収

入
未
済
額
が
前
年
度
比
４
７

１
万
９
１
３
円
の
減
少
に
繋

が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
年
11
月
か
ら
納

付
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
を
通
年
実
施
し
た

こ
と
か
ら
、
事
務
効
率
向
上

に
つ
な
が
り
、
呼
び
か
け
に

反
応
が
な
か
っ
た
方
か
ら
連

絡
が
来
る
な
ど
、
一
定
の
効

果
を
確
認
し
て
い
る
。

新
中
学
校
物
品
の

台
帳
管
理
は

問　
美
里
中
学
校
の
新
設
に

伴
い
、
多
く
の
物
品
の
取
得

や
処
分
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
物
品
確
認
お
よ
び
台
帳

管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
町
が
取
得
す
る
物
品
は

財
務
規
則
で
、
備
品
、
消
耗

品
、
生
産
物
、
原
材
料
品
、

動
物
の
５
分
類
で
整
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
２
万

円
を
超
え
る
備
品
を
整
理
し
、

各
課
に
て
登
録
管
理
し
て
い
る
。

問　
新
中
学
校
の
物
品
の
増

減
に
つ
い
て
、
６
年
度
分
は

台
帳
に
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答　
６
年
度
予
算
で
購
入
し

て
、
７
年
３
月
31
日
ま
で
納

入
さ
れ
た
物
品
に
つ
い
て
も

50
万
円
以
上
は
重
要
物
品
と

し
て
報
告
し
て
い
る
。

行財政運営に意見
一般会計歳出 153億7292万円

決算審査特別委員会で審査
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100％

町　　　　税

地方交付税

町　　　　債

国・県支出金

そ の 他

合　　計

19.2％

14.8％

22.6％

27.0％

16.4％

６年度

100％

15.5％

19.7％

35.7％

23.4％

５年度

25億9656万円

42億5891万円

30億3519万円

35億6680万円

23億3190万円

157億8936万円

26億7709万円

22億4424万円

17億8129万円

114億3846万円100％

6.6％

15.0%

22.0％

34.0％

22.4％

４年度

26億5337万円

40億3482万円

26億　889万円

17億8150万円

118億5612万円

7億7754万円

40億8913万円

6億4671万円5.7％

一般会計　歳入の推移

令和６年度決算をチェック 予算はどのように使われたか

４年７月の大雨災害により名
な
鰭
びれ
地区の水田が

水没し大きな農作物被害が発生したため、新
たに排水ゲートを設置しました。

団体営土地改良施設管理事業�
2589万円

防災施設管理事業
� 8431万円

小牛田地域の防災行政無線の更新工事を行い
ました。

新中学校建設に係る学校施設用備品、消耗品、
スクールバス購入費を含んだ総事業費です。

新中学校整備推進事業
� 42億7498万円

飼料価格高騰や枝肉価格、子牛価格の低迷を
受けている畜産農家に飼料代の一部を支援し
ました。

畜産経営安定支援事業
� 849万円
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　監査委員による審査は６月18日から７月11日まで
の間に10日間行われました。
【審査の結果】
　予算を効率的かつ適切に執行されたと認められ、決
算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確である
と認められる。
　昨年度に引き続き物価高騰対応重点支援事業によ
る家計への支援、また、新中学校整備推進事業では７
年４月の開校を無事に迎えることができたなど、着
実に各種事業に取り組んでいる。
　町政の健全な発展と財政の長期的収支均衡確保に
留意し、健全かつ効率的な行財政の運営に努められ
るよう望む。

決算審査
意 見 書

■町税や使用料などの収納状況

■借り入れ現在高

項　　　　目 収入済額        収入率 不納欠損額 収入未済額

町 税

町  民  税 9億9107万円 97.7% 77万円 2302万円
固 定 資 産 税 12億3360万円 95.9% 337万円 4941万円
軽 自 動 車 税 9144万円 96.3% 18万円 338万円
都 市 計 画 税 9743万円 95.6% 40万円 407万円

国 民 健 康 保 険 税 4億4703万円 89.6% 288万円 4926万円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 2億8538万円 99.7% 8万円 81万円
介　 護 　 保 　 険 　 料 5億8709万円 99.0% 42万円 554万円
保 育 所 使 用 料 1004万円 98.3% − 17万円
町 営 住 宅 使 用 料 6072万円 91.2% − 585万円
幼 稚 園 使 用 料 4万円 20.7% 2万円 13万円

一 般 会 計 117億2226万円

水 道 事 業 会 計 28億4412万円

病 院 事 業 会 計 1億2126万円

下 水 道 事 業 会 計 79億5197万円
（債務負担行為は含まない）

石澤代表監査委員の監査報告

講じ適切に執行
決算を分析

決算意見書を町長へ
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財 政 調 整 基 金 15億5384万円
合 併 振 興 基 金 5億4547万円
福 祉 基 金 　7013万円
減 債 基 金 3億6672万円
公 共 施 設 整 備 基 金 3億5030万円
そ の 他 目 的 基 金 4億7485万円
国保事業財政調整基金ほか 3億8698万円
介護給付費準備基金 7億  764万円

基金合計 44億5593万円

■基金（７年3月31日現在）［土地・債券等を除く］
■資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に
対する比率。早期健全化基準は20％だが、資
金不足額はない。

■財政分析主要指数の推移（一般会計）

監査のポイント

年度
区分 ５年度 ６年度

前年度
対増減

ア　財 政 力 指 数 0.412 0.415 � 0.003
イ　実質収支比率 3.7％ 5.0％ � 1.3％ 
ウ　経常収支比率 91.5％ 89.9％ △�1.6％
エ　実質公債費比率 7.4％ 7.9％ � 0.5％
オ　将来負担比率 25.9％ 46.1％ � 20.2％

※標準財政規模とは…
　標準的な行政活動に必要な経常的一般財源の規模。

ア　財政力指数
財政力を判断する指標として用いられ、過
去３年間の平均値を使用する。この指数が
１に近いほど財源に余裕があるとされる。

イ　実質収支比率
※標準財政規模に対する実質収支の割合で
ある。正数の割合が大きいほど健全な収支
といえる。

ウ　経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する指標として用
いられ、数値が高いほど、投資および臨時
経費に充てることのできる財源に余裕がな
く、財政が硬直化していることを示す。

エ　実質公債費比率
公債費による財政負担の状況（資金繰りの程
度）を示す指標であり、過去３年間の平均値を
使用する。地方債発行の同意基準として用い
られる。この比率が小さいほど、財政負担は
軽いといえる。

オ　将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の
標準財政規模に対する割合である。この比率
が高い場合は、将来の財政負担が大きいとさ
れ、今後の財政運営が圧迫される可能性があ
ることを示す。

会計の名称 ６年度
水 道 事 業 会 計

資金不足額
なし病 院 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

財政の健全化判断比率
健全化判断比率およびそれら
の算定の基礎となる事項を
記載した書類が法令に適合し、
かつ正確であると認められる。

物価高騰対策を
６年度の
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特別委員会

７議案を認定
可決６年度決算

　
６
年
度
決
算
７
議
案
は
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
が
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
決
算
内
容
を

精
査
す
る
た
め
、
２
つ
の
分
科
会

を
設
置
し
、
担
当
課
へ
の
聞
き
取

り
や
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
12
日
に
行
わ
れ
た

連
合
審
査
で
は
、
委
員
１
人
が
11

項
目
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
審
査
報
告
を
も

と
に
、
決
算
７
議
案
に
つ
い
て
す

べ
て
認
定
す
べ
き
と
の
審
査
報

告
書
を
、
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

村
松
秀
雄

審査報告書の特別委員会の意見は次のとおりです。
１ 歳入について　①町税等の収納向上、収入未済額の縮減に各課連携のもと適切に努められたい。
　　　　　　　　 ②ふるさと応援寄附金など自主財源の確保に一層努められたい。
　　　　　　　　 ③住民に寄り添い各課連携を図り、さらなる収納率向上に努められたい。
２ 総　 務 　 費　①�持続可能な社会を目指した人づくり、地域づくり、まちづくりに努められ

たい。
　　　　　　　　 ②財源を確保し、計画的な施設等の適正管理、改修に努められたい。
３ 民　 生 　 費　①�保健福祉施設の計画的な改修をし、住民が安心して利用できるよう努めら

れたい。
　　　　　　　　 ②�放課後児童指導員の確保に尽力し、正規職員・会計年度任用職員の適切な

人員配置に努められたい。
４ 衛　 生 　 費　①空き家調査に基づき、適切な指導に努められたい。
　　　　　　　　 ②ごみの集積状況を精査し、さらなるごみの減量に努められたい。
５ 農林水産業費　①�新規就農者の確保、担い手の育成、情勢に応じた支援になお一層努められ

たい。
　　　　　　　　 ②�商品開発、ブランド化、販路の確保等、付加価値の向上を図り、農業の活

性化に努められたい。
６ 商　 工 　 費　新規事業者及び既存事業所の支援になお一層努められたい。
７ 土　 木 　 費　町道、公園等の整備維持管理について引き続き努力されたい。
８ 消　 防 　 費　�消防団、自主防災組織及び関係団体と連携し総合防災対策の充実を図られたい。
９ 教　 育 　 費　充足率・地場産使用率に注視し、給食事業の適正化に努められたい。
10 国民健康保険　新たな受診形態を検討し、さらなる受診率向上に努められたい。
　 特 別 会 計	
11 水道事業会計　さらなる漏水対策に尽力し、有収率の向上に努められたい。
12 病院事業会計　医師・看護師・技師の確保に尽力し、診療体制の維持に努められたい。
13 下水道事業会計　①�基本構想の見直しに伴い、公共下水道の計画的な整備促進、浄化槽設置整

備促進を図られたい。
　　　　　　　　 ②水洗化率の向上と下水道施設の計画的な維持管理に努められたい。
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議会の活動 （６月会議初日から９月会議前日まで）

美里町議会（本会議） ２日

議会運営委員会 ２日

全員協議会 ３日

総務、産業、建設常任委員会 ３回

総務、産業、建設常任委員会　所管事務調査 ２日

教育、民生常任委員会 ２回

教育、民生常任委員会　所管事務調査 ３日

広報、広聴常任委員会 １回

広報、広聴常任委員会　広報分科会 ５回

議会活性化調査特別委員会　第2分科会 ３回

宮城県町村議会議長会　町村議会議員講座 １回

宮城県後期高齢者医療広域連合議会(美里町選出議員）

議員全員協議会 １回

定例会 １回

新規購入されたスクールバス

決
算
の
詳
細
を
問
う

連
合
審
査

新
中
学
校
の重

要
物
品

問　
新
中
学
校
整
備
推
進
事

業
42
億
７
４
９
８
万
円
で
購

入
さ
れ
た
公
有
財
産
に
登
録

す
る
重
要
物
品
は
。

答　
耐
火
金
庫
１
台
、
消
毒

保
管
機
１
台
手
指
洗
浄
消
毒

機
２
台
、
冷
蔵
庫
４
台
、
冷

凍
庫
２
台
、
牛
乳
保
冷
庫
１

台
、
シ
ス
テ
ム
調
理
台
１
台
、

真
空
包
装
機
１
台
、
皮
む
き

機
１
台
、
野
菜
切
り
機
１
台
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
８
台
で
あ
る
。

問　
中
学
校
部
活
動
支
援
事

業
の
消
耗
品
の
内
容
は
。

答　
野
球
部
24
着
、
サ
ッ
カ

ー
は
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ

ー
38
着
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

４
着
、
男
子
バ
レ
ー
12
着
、

女
子
バ
レ
ー
24
着
、
男
子
バ

ス
ケ
32
着
、
女
子
バ
ス
ケ
32

着
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
21
着
、

陸
上
男
女
60
着
で
あ
る
。

問　
重
要
物
品
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
は
８
台
と
あ
っ
た
が
。

答　
物
品
台
帳
に
は
乗
合
自

動
車
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

前
年
度
16
台
、
決
算
年
度
中

の
増
減
が
８
台
増
と
な
り
、

計
24
台
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

問　
６
年
度
よ
り
敬
老
祝
金

支
給
対
象
が
変
わ
っ
て
い
る

敬
老
祝
金
に
意
見
は

が
、
住
民
か
ら
の
意
見
な
ど

は
あ
っ
た
か
。

答　
住
民
か
ら
の
意
見
は
出

て
い
な
い
。

問　
消
耗
品
費
、
通
信
運
搬

費
の
内
容
は
。

答　
主
な
も
の
と
し
て
、
窓

付
封
筒
代
、
返
信
用
封
筒
代
、

特
別
敬
老
祝
い
金
ご
祝
儀
封

筒
代
、
ラ
ベ
ル
紙
代
で
あ
る
。 　

町
長
が
議
会
の
意
見

を
聞
い
て
法
務
大
臣
に

推
薦
し
ま
す
。
任
期
は

令
和
８
年
１
月
か
ら
３

年
間
で
す
。

問　
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
支
援
の

対
象
と
な
る
人
数
は
。

答　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

22
人
、
特
別
支
援
学
級
に
通

級
す
る
児
童
は
33
人
、
生
徒

21
人
、
幼
児
４
人
で
あ
る
。

問　
協
議
会
の
回
数
が
計
画

値
よ
り
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
を

活
用
し
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
は

人
権
擁
護
委
員
の推

薦

伊い

　
藤と

う

　
八や

重え

子こ 

氏

 

（
素
山
町
）

岩い
わ

　
渕ぶ

ち

　
　
　
薫か

お
る 

氏

 

（
桜
木
町
）

人
事
案
件
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総
務
、
産
業
、
建
設
　
分
科
会

い詳細に審査

整備された大口団地公園の遊具

美里中学校西側道路の整備

　

調
定
額
１
６
１
億
１
８
５

７
万
円
に
対
し
、
収
入
済
額

１
５
７
億
８
９
３
７
万
円
で

収
入
率
は
98
・
０
％
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
比
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
が
多
い
こ
と

か
ら
収
入
確
保
に
か
か
る
催

告
、
督
促
の
仕
方
に
つ
い
て

法
令
を
遵
守
し
適
切
に
努
め

る
よ
う
求
め
た
。

町
税
な
ど
の
収
納
向
上
、

�

収
入
未
済
額
の
縮
減
を

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、

２
０
７
２
万
円
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
３
８

５
万
円
で
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

さ
ら
な
る
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

　

旧
中
学
校
跡
地
活
用
に
ど

れ
だ
け
財
源
が
充
当
で
き
る

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど

自
主
財
源
の
確
保
を

施
設
の
適
正
管
理
、
改
修
を

　

優
位
な
財
源
を
活
用
し
、

適
正
な
道
路
、
歩
道
の
整
備
、

排
水
路
の
適
正
な
管
理
を
行

う
こ
と
、
公
園
の
施
設
管
理

を
継
続
的
に
行
う
こ
と
な
ど

を
求
め
た
。

　

基
本
構
想
の
見
直
し
を
行

公
共
下
水
道
の
整
備
、

浄
化
槽
設
置
促
進
を

か
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

本
庁
舎
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
て
替

え
の
計
画
が
課
題
で
投
資
が

想
定
さ
れ
る
。
慎
重
で
健
全

な
財
政
運
営
が
大
事
で
あ
り

適
正
管
理
、
改
修
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
求
め
た
。

　

施
設
園
芸
に
重
油
代
の
支

援
、
畜
産
経
営
安
定
支
援
事

業
で
飼
料
代
の
支
援
を
行
っ

た
。
地
域
計
画
を
南
小
牛
田
、

不
動
堂
、
南
郷
地
区
で
策
定

し
、
全
６
地
区
の
策
定
が
終

了
し
た
。
地
域
の
中
心
と
な

る
経
営
体
や
担
い
手
の
確
保

に
対
す
る
一
層
の
支
援
継
続

を
求
め
る
こ
と
か
ら
意
見
と

し
た
。

　

美
里
中
学
校
西
側
道
路
の

舗
装
・
歩
道
の
整
備
、
小
牛

田
公
園
、
十
王
山
公
園
の
整

備
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
た
。

新
規
就
農
者
の
確
保
、

担
い
手
の
育
成
、
支
援
を

町
道
、
公
園
な
ど
の
整
備

維
持
管
理
に
努
力
を

い
集
合
処
理
区
域
を
縮
小
し

た
。
未
整
備
区
域
の
早
期
整

備
、
補
助
金
の
内
容
を
見
直

し
、
浄
化
槽
設
備
整
備
を
進

め
て
い
る
。
経
営
効
率
化
に

努
め
、
健
全
な
経
営
を
維
持

し
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め

る
よ
う
意
見
と
し
た
。

所
管
課

総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
防
災
管

財
課
、
税
務
課（
国
保
税
除
く
）、
会
計
課
、
産
業
振
興
課
、

建
設
課
、
下
水
道
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
議
会
事
務
局
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教
育
、
民
生
　
分
科
会

い
な
い
。
責
任
の
あ
る
正
規

職
員
を
配
置
し
、
適
正
に
指

示
で
き
る
よ
う
求
め
た
。

空
き
家
調
査
に
基
づ
き

適
切
な
指
導
を

　

６
年
度
に
空
き
家
調
査
業

務
を
委
託
し
、
６
１
２
件
の

空
き
家
が
確
認
さ
れ
た
。
空

き
家
の
所
有
者
に
今
後
の
維

持
方
針
な
ど
を
確
認
し
、
適

切
な
指
導
に
努
め
る
よ
う
求

め
た
。

受
診
形
態
見
直
し

さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
を

　

近
年
が
ん
検
診
な
ど
の
受

診
率
が
低
迷
し
て
い
る
。
休

日
や
夜
間
の
検
診
な
ど
受
診

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
や
、

指
定
以
外
の
検
診
に
対
す
る

補
助
事
業
も
実
施
し
、
住
民

の
健
康
状
況
の
把
握
に
努
め

る
よ
う
求
め
た
。

漏
水
対
策
に
尽
力
し

有
収
率
の
向
上
を

　

６
年
度
末
の
石
綿
管
残
が

現地調査も行
特別委員会分科会で

補修された浄水場沈殿池の外壁

近代文学館の湿度管理された書庫 

保
健
福
祉
施
設
の

�

計
画
的
な
改
修
を

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設

管
理
で
玄
関
段
差
修
繕
45
万

円
、
排
煙
窓
修
繕
57
万
円
な

ど
複
数
の
修
繕
を
確
認
、
計

画
的
な
施
設
改
修
に
努
め
住

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
求
め
た
。

放
課
後
児
童
指
導
員
の

適
切
な
人
員
配
置
を

　

放
課
後
児
童
指
導
員
の
確

保
に
尽
力
し
、
正
規
職
員
・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
適
切

な
人
員
配
置
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

放
課
後
児
童
指
導
員
数
６

人
の
増
員
を
確
認
し
た
が
、

正
規
職
員
の
配
置
が
さ
れ
て

７
０
３
４
ｍ
、
有
収
率
が

86
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

配
水
管
の
現
状
を
把
握
し
、

適
切
に
布
設
替
え
、
漏
水
対

策
を
行
い
、
有
収
率
の
向
上

に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

奨
学
金
返
済

補
助
の
実
施
を

　

奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
べ
く

奨
学
金
返
済
補
助
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
た
。

病
児
保
育
な
ど

新
し
い
事
業
に

　

病
院
事
業
会
計
に
お
い
て

は
、
自
主
財
源
確
保
の
た
め

に
も
病
児
保
育
な
ど
の
新
し

い
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
た
。

所
管
課

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
、
町
民
生
活
課
、
税
務
課（
国
保

税
）、
健
康
福
祉
課
、
長
寿
支
援
課
、
子
ど
も
家
庭
課
、
水

道
事
業
所
、
南
郷
病
院
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美里中学校
9月会議

新企業の立地促進を図る南八丁エリア

更新されるタブレット

　
９
月
会
議
が
９
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
21
項
目
を
質
問
、
議
案
の
審
議
で
は
指
定
管
理
者
の
指
定
や
補

正
予
算
、
６
年
度
決
算
認
定
な
ど
22
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

�

端
末
を
共
同
調
達

 
（
要
旨
）財
産
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
６
３
９
台
と
そ
の
付

属
品
６
３
９
組
で
、
美
里

中
学
校
で
使
用
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新

を
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
落
札
業
者
が
共
同
企
業

体
に
決
ま
っ
た
経
緯
は
。

答　

こ
の
事
業
は
、
県
が

主
導
す
る
共
同
調
達
で
購

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
協
議
会
を
つ
く
り

入
札
を
し
、
共
同
企
業
体

が
落
札
し
た
。

問　
11
イ
ン
チ
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
購
入
予
定
だ
が
、
大
き
さ

は
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
仕
様
に
つ
い
て
は
、
県

内
す
べ
て
が
、
こ
の
仕
様
に

な
っ
て
い
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
契

約
金
額
が
約
４
７
０
０
万
円

だ
が
、
補
助
金
の
内
容
は
。

答　
国
の
補
助
単
価
は
１
台

当
た
り
５
万
５
千
円
、
台
数

が
６
３
９
台
で
補
助
対
象
金

額
が
３
５
１
４
万
５
千
円
で

あ
る
。
国
の
補
助
率
は
３
分

の
２
で
あ
る
こ
と
か
ら
２
３

４
３
万
円
と
な
る
。
今
回
の

契
約
金
額
の
上
限
を
超
え
た

差
額
分
と
補
助
対
象
額
の
３

分
の
１
が
町
の
負
担
と
な
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
補

助
に
は
、
付
属
品
も
含
ま
れ

る
の
か
。

答　
す
べ
て
対
象
に
な
る
。

タブレット端末を更新

工
場
立
地
特
例

対
象
区
域
緑
地
率
緩
和

 

（
要
旨
）新
企
業
の
立
地
促

進
を
図
る
た
め
、
工
場
立

地
特
例
対
象
区
域
の
追
加

お
よ
び
緑
化
促
進
奨
励
金

に
係
る
要
件
を
緩
和
す
る

も
の
で
す
。賛成

全
員（
可
決
）

質
疑

問　
今
回
追
加
す
る
区
域
に

立
地
を
し
て
い
る
企
業
は

ど
こ
か
。

答　
今
回
追
加
す
る
二
郷
字

南
八
丁
は
、
現
在
、
木
の
屋

石
巻
水
産
、
大
地
フ
ー
ズ
、

チ
ダ
シ
ン
が
立
地
し
て
い
る

エ
リ
ア
に
な
る
。

問　
二
郷
字
南
八
丁
の
地
目

は
、
宅
地
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
田
ん
ぼ
の
ま
ま
な
の
か
。

答　
す
で
に
企
業
が
立
地
し

て
い
る
場
所
も
あ
る
。
ま
た
、

ま
だ
田
ん
ぼ
の
エ
リ
ア
も
含

ま
れ
て
い
る
。
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目
　
　
的

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
行
す
る
な
か
、
町
有
地

や
町
全
体
の
土
地
を
有
効
活

用
し
て
地
域
経
済
や
地
域
住

民
の
活
動
を
活
発
化
す
る
。

　
研
修
概
要

岩
手
県
北
上
市

①�
企
業
誘
致
の
プ
ロ
セ
ス
と
誘

致
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

②
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

目
　
　
的

　

子
育
て
に
負
担
や
不
安
な

ど
を
感
じ
る
保
護
者
の
増
加

や
児
童
虐
待
、
多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
本
町
で

は
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

さ
ら
に
時
流
に
合
っ
た
子
育
て

環
境
の
充
実
を
は
か
る
。

研
修
概
要

名
取
市　
名
取
市
屋
内
遊
戯

施
設「
な
と
り
パ
ー
ク
」

女
川
町　
病
児
・
病
後
児
保

育
室「
じ
ょ
っ
こ　

お
な
が
わ
」

千
葉
県
多
古
町　
学
校
給
食

助
成
金
事
業　

他

千
葉
県
柏
市　
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
複
合
施
設「
ｔ
ｅ
ｔ

ｏ
ｔｅ（
て
と
て
）」

①�

母
子
手
帳
を
補
完
す
る
ア

プ
リ

②
病
児
・
病
後
児
保
育

③�

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
遊

戯
ス
ペ
ー
ス

④
そ
の
他
子
育
て
事
業

委員派遣報告（常任委員会　所管事務調査）

研究課題の事例を調査
各常任委員会ではそれぞれの研究課題について、他自治体の
事例を調査しました。報告書から抜粋してお知らせします。

株
式
会
社
東
北
イ
ノ
ア
ッ
ク

北
上
工
場

①�

北
上
市
に
進
出
し
た
経
緯

に
つ
い
て

②
行
政
の
関
わ
り
に
つ
い
て

ま 

と 

め

　

公
民
連
携
に
よ
る
財
政
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
ま
た
、
美
里
中
学

校
開
校
に
伴
う
旧
中
学
校
の
跡

地
利
用
、
今
後
予
想
さ
れ
る
公

共
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
な

ど
を
鑑
み
た
場
合
、
様
々
な
角

度
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ
る
利

活
用
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
け
る
企
業

誘
致
は
、
物
流
に
お
け
る
地
の

利
の
面
や
、
優
良
農
地
が
町
の

７
割
を
し
め
て
お
り
受
皿
と
し

て
の
工
業
団
地
整
備
の
難
し
さ

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、町
有
地・

町
全
体
の
土
地
を
有
効
活
用
し

て
仙
台
北
部
中
核
工
業
団
地
の

企
業
進
出
に
伴
う
関
連
企
業
の

誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
ま
た
、
企
業
誘

致
の
際
の
優
遇
措
置
、
土
地
の

確
保
、
交
通
の
便
を
整
理
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

土地の有効活用とまちづくり

子育て環境の充実について

視察先【岩手県北上市、
　　　　株式会社東北イノアック北上工場】

視視察先【名取市、女川町、
　　　　　千葉県多古町、千葉県柏市】

ま 

と 

め

　

子
育
て
事
業
先
進
地
で
は

首
長
を
先
頭
に
職
員
が
積
極

的
に
子
育
て
支
援
に
努
め
成

果
を
あ
げ
て
い
る
と
強
く
感
じ

た
視
察
で
あ
っ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
近
隣
町
村

に
比
べ
、
十
分
な
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
病
児
・
病

後
児
保
育
や
屋
内
全
天
候
型

の
施
設
、
ま
た
、
子
ど
も
の
居

場
所
に
関
す
る
施
設
が
無
い
。

　

財
政
に
恵
ま
れ
て
い
る
自

治
体
と
同
じ
対
応
は
出
来
な

い
が
、
町
が
一
体
と
な
り
国
、

県
ま
た
、
民
間
の
力
を
借
り

子
育
て
支
援
新
事
業
を
実
施

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

総務、産業、建設常任委員会

教育、民生常任委員会
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７年度
補正予算公共施設を修繕

《主な歳出》
•青生コミュニティセンター空調設備
	 改修工事請負費　�  530万円
•小牛田保育所施設用備品購入費 �  237万円
•放課後児童クラブ施設用備品購入費 �  281万円
•小学校施設管理事業　�  454万円
•トレーニングセンター施設管理事業　�  64万円
•南郷体育館施設管理事業 �  27万円
•小学校給食事業 �  50万円
•南郷学校給食センター施設管理事業 �  64万円

《主な歳入》
•震災復興特別交付税 �  647万円
•農林業系汚染廃棄物処理加速化事業補助金
 �  1522万円
•介護保険特別会計繰入金 �  506万円
•財政調整基金繰入金 �  3921万円
•公共施設等適正管理推進事業債
	（青生コミュニティ施設改修事業） �  470万円
•過疎対策事業債（農産物直売所改修事業）
 �  △900万円

一
般
会
計

（
要
旨
）６
６
６
６
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１
２
５
億
８
４
７
７
万

円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

閉
校
後
の
電
気
料
金
は

問　
普
通
財
産
施
設
管
理
の

光
熱
水
費
に
あ
る
電
気
料
の

内
容
は
。

答　
４
月
か
ら
防
災
管
財
課

で
管
理
し
て
い
る
旧
小
牛
田

中
学
校
校
舎
及
び
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
電
気
使
用
料
で
あ
る
。

校
舎
は
当
初
10
月
か
ら
の
解

体
予
定
だ
っ
た
が
、
計
画
通

り
進
ま
ず
来
年
度
３
月
ま
で

の
電
気
料
の
補
正
で
あ
る
。

問　
旧
不
動
堂
中
学
校
分
は

入
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
閉

校
後
の
学
校
の
電
気
料
と
は

何
か
。

答　
旧
不
動
堂
中
学
校
分
は

な
い
。

　

旧
小
牛
田
中
学
校
閉
校
後

の
電
気
料
は
、
校
舎
地
下
の

湧
き
水
排
水
ポ
ン
プ
の
電
気

料
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
基
本
料
金

の
七
割
を
普
通
財
産
施
設
管

理
で
計
上
し
、
ほ
か
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
施
設
管

理
の
電
気
料
で
計
上
し
て
い
る
。

小
牛
田
小
学
校
で
工
事

問　
公
共
建
築
物
工
事
請
負

費
の
小
牛
田
小
学
校
の
３
つ

の
工
事
請
負
費
の
内
容
は
。

答　
一
つ
は
、
体
育
館
北
側
、

軒
天
井
の
欠
損
部
分
を
天
井

材
32
枚
で
交
換
す
る
修
繕
工

事
で
あ
る
。

　

次
に
、
校
舎
中
央
上
部
に

あ
る
時
計
塔
と
釣
鐘
の
塔
の

腐
食
が
激
し
く
劣
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
撤
去
工
事
で
あ
る
。

　

他
は
小
学
校
西
側
門
扉
改

修
工
事
で
あ
る
。
今
ま
で
使

用
し
て
い
た
南
門
が
児
童
ク

ラ
ブ
の
工
事
が
始
ま
り
通
れ

な
く
な
る
。
将
来
的
に
西
側

の
門
を
使
用
す
る
た
め
、
ア

ル
ミ
の
固
定
式
両
開
き
の
門

に
更
新
す
る
工
事
で
あ
る
。

小
学
校
施
設
を
修
繕

問　
学
校
管
理
費
の
小
学
校

施
設
修
繕
の
内
容
は
。

答　
中
埣
小
学
校
体
育
館
の

雨
漏
り
で
あ
り
、
建
物
北
西

側
屋
上
の
笠
木
の
シ
ー
リ
ン

グ
材
約
27
ⅿ
を
新
し
い
材
料

で
防
水
す
る
も
の
で
あ
る
。

冬
に
備
え
て
準
備

問　
小
学
校
給
食
事
業
そ
の

他
備
品
購
入
費
の
内
容
は
。

答　
米
飯
の
保
温
容
器
を
交

換
す
る
も
の
で
、
小
牛
田
小

学
校
16
リ
ッ
ト
ル
用
を
７
個
、

青
生
小
学
校
７
リ
ッ
ト
ル
用

を
７
個
購
入
す
る
。

閉校後の管理（旧小牛田中学校照明設備）
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安心安全に向け
排
煙
窓
の
修
繕
は

問　
南
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
施
設
管
理
の
施
設
修
繕
の

内
容
は
。

答　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
排
煙

窓
２
か
所
の
開
閉
に
支
障
が

あ
る
た
め
修
繕
す
る
も
の
で

あ
る
。

調
理
場
の
器
具
を
更
新

問　
小
牛
田
保
育
所
施
設
管

理
の
施
設
用
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

答　
備
品
購
入
費
２
３
６
万

５
０
０
０
円
の
内
容
は
、
設

置
か
ら
約
28
年
経
過
し
、
修

繕
や
部
品
交
換
な
ど
が
出
来

な
い
た
め
、
故
障
す
る
前
に

交
換
す
る
。
調
理
場
の
ガ
ス

回
転
釜
２
台
、
ガ
ス
フ
ラ
イ

ヤ
ー
１
台
、
食
器
消
毒
保
管

庫
１
台
で
あ
る
。

漏
電
の
恐
れ

問　
幼
稚
園
施
設
管
理
の
施

設
修
繕
の
内
容
は
。

答　
ふ
ど
う
ど
う
幼
稚
園
で

電
気
保
安
協
会
に
よ
る
点
検

の
際
、
設
置
ア
ー
ス
が
基
準

を
超
え
漏
電
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
修
繕
す
る
工
事
で
あ
る
。

体
育
施
設
と
し
て
稼
働

問　
南
郷
体
育
館
施
設
管
理

の
電
気
料
金
27
万
１
０
０
０

円
の
内
容
は
。

答　
南
郷
第
２
体
育
館
は
当

初
、
防
災
管
財
課
７
割
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
３
割
で
予

算
計
上
し
て
い
た
が
、
体
育

施
設
と
し
て
の
利
用
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
た
め
、
防
災
管

財
課
は
基
本
料
金
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
は
従
量
分
の
電

気
料
金
と
し
、
不
足
分
を
補

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

安
全
の
た
め
工
事

問　
北
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
施
設
管
理
の
玄
関
前

ポ
ー
チ
段
差
改
修
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

答　
玄
関
前
ポ
ー
チ
の
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
で
敷
き
詰

め
ら
れ
た
部
分
に
、
段
差
が

生
じ
不
測
の
事
態
、
事
故
な

ど
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
改
修
す
る
。

空
調
設
備
の
更
新

問　
青
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
施
設
管
理
５
３
０
万

円
の
工
事
請
負
費
の
内
容
は
。

答　
７
月
に
多
目
的
ホ
ー
ル

の
空
調
設
備
の
不
具
合
が
発

生
し
、
使
用
で
き
な
い
状
態

の
た
め
新
た
に
冷
房
の
空
調

設
備
を
２
台
設
置
す
る
。

施
設
で
使
用
す
る
備
品

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
整
備
事
業
の
施
設
用
備
品

購
入
費
の
内
容
は
。

答　
８
年
４
月
か
ら
小
牛
田

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
使
用

す
る
児
童
用
テ
ー
ブ
ル
20
台
、

丸
椅
子
50
脚
、
中
型
冷
蔵
庫

１
台
、
施
設
内
カ
ー
テ
ン
一

式
、フ
ァ
ク
ス
用
電
話
機
で
あ
る
。

ベ
ン
チ
を
設
置

問　
公
園
施
設
管
理
事
業
の

施
設
修
繕
の
内
容
は
。

答　
御
免
の
ち
び
っ
こ
広
場

に
あ
る
ブ
ラ
ン
コ
と
滑
り
台

を
撤
去
し
、
ベ
ン
チ
２
組
を

設
置
す
る
。

用
途
地
域
を
変
更

問　
都
市
計
画
総
務
費
の
そ

の
他
業
務
委
託
料
都
市
計
画

用
途
地
域
変
更
業
務
委
託
料

の
内
容
は
。

答　

変
更
予
定
の
区
域
は
、

現
在
用
途
指
定
さ
れ
て
い
な

い
状
況
か
ら
工
業
地
域
に
変

更
す
る
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ

ー
ト
宮
城
工
場
跡
地
で
あ
る
。

委
託
の
内
容
は
、
各
種
協
議

用
の
資
料
及
び
変
更
に
伴
う

法
定
図
書
の
作
成
業
務
で
あ
る
。

本
町
の
負
担
は

問　
農
林
業
系
汚
染
廃
棄
物

処
理
業
務
委
託
料
の
本
町
負

担
は
あ
る
の
か
。

答　
事
業
費
３
０
４
４
万
円

の
２
分
の
１
が
農
林
業
系
汚

染
廃
棄
物
処
理
加
速
化
事
業

補
助
金
で
あ
り
、
残
り
は
全

額
震
災
復
興
特
別
交
付
税
で

充
当
さ
れ
町
の
負
担
は
な
い
。

南郷学校給食センターの排煙窓
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一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

赤
坂　
芳
則　

�
  

15

①
米
情
勢
と
今
後
の
農
業
政
策
は

②
閉
校
中
学
校
の
進
め
方
は

柳
田　
政
喜　

�
  

16

①
返
礼
品
米
の
確
保
を

②
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
最
優
先
で

村
松　
秀
雄　

�
  

17

①
災
害
時
に
井
戸
の
活
用
を

②
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
は

吉
田　
二
郎　

�
  

18

①
７
１
０
名
の
署
名
を
添
え
た
陳
情

②
公
園
に
記
念
植
樹
し
た
梅
の
木
は

伊
藤　
牧
世　

�
  

19

①
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
は

②
使
用
済
紙
お
む
つ
の
一
元
管
理
を

山
岸　
三
男　

�
 

20

①
衛
生
組
合
へ
の
支
援
増
額
は

②
19
年
間
で
待
遇
改
善
検
討
は

佐
野　
善
弘　

�
 

21

①
南
郷
高
校
の
跡
地
の
利
用
は

②
総
合
計
画
・
戦
略
の
目
標
人
口
は

　
９
月
２
日
か
ら
３
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
人
の
議
員
が
、
米
価
高
騰
へ
の
対
策
や
返
礼
品
の

確
保
、
災
害
時
の
井
戸
活
用
に
つ
い
て
な
ど
21
項
目
に
わ
た
り
、

町
の
方
針
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
…
22

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問
を

抜
粋
し
て
い
ま
す
。

議会の映像を配信しています。

　議場に来ることができない方も、パソ
コンやスマートフォンから、いつでも議
会の映像を見ることができます。
　議会当日は、本会議の映像を生中継で
配信しています。
　その後は、録画映像として配信してい
ます。
美里町公式ホームページ
（URL:https://www.town.misato.miyagi.jp）
から「町議会へようこそ」

「YouTube」にアクセスし
ていただき、ご覧ください
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※
R
Ｖ
パ
ー
ク
…�
日
本
R
Ｖ
協
会
が
『
快
適
に
安
心
し
て
車
中
泊
が
で
き
る
場
所
』
を

提
供
す
る
た
め
に
定
め
た
条
件
を
満
た
す
車
中
泊
施
設
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
…
民
間
事
業
者
と
の
「
対
話
」
を
通
じ
て
市
場
性
や

活
用
ア
イ
デ
ア
、
参
集
条
件
な
ど
を
事
前
に
把
握
す
る
た
め
の
手
法
。

赤 坂 芳 則

一般質問

米情勢と今後の農業政策は

〈町長〉需要動向を踏まえ推進

問　

米
不
足
に
よ
り
過
去
最

高
額
と
い
う
米
価
高
騰
が
続

い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

町
長　
生
産
者
に
と
っ
て
収
入

の
増
加
が
見
込
ま
れ
歓
迎
さ

れ
る
一
方
、
消
費
者
に
お
い
て

は
許
容
範
囲
を
超
え
る
金
額

と
な
っ
た
場
合
は
、
米
離
れ
が

懸
念
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

米
価
高
騰
に
よ
る
幼
稚

園
、
小
中
学
校
、
病
院
な
ど

公
共
施
設
へ
の
影
響
と
今
後

の
対
策
は
。

町
長　

現
状
で
は
影
響
が
な

い
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
状
況

を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
取

引
業
者
や
受
託
業
者
と
協
議

し
対
応
を
し
て
行
く
。

問　
国
の
米
政
策
の
転
換
に

よ
る
が
、
今
後
、
町
の
生
産

調
整
の
方
向
性
を
ど
う
考
え

る
か
。

町
長　
国
や
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
需
要

動
向
を
踏
ま
え
た
作
物
の
生

産
を
推
進
し
て
行
く
。

問　

農
業
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
の
対
策
と
し
て
、

米
づ
く
り
農
家
の
大
規
模
化
、

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。
本
町
の

対
策
は
。

町
長　

地
域
計
画
に
基
づ
き

農
地
の
集
約
化
に
よ
る
土
地

利
用
効
率
の
向
上
や
ス
マ
ー
ト

農
業
、
直
播
栽
培
技
術
の
普

及
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保

を
図
っ
て
行
く
。

高品質に期待　美里の新米

新たな活用が期待される旧南郷中学校

閉校中学校の進め方は

〈町長〉具体的な検討を進めている

問　
７
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
旧
小
牛
田
中
学
校
と
旧

不
動
堂
中
学
校
の
解
体
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
国
か
ら
の
交
付
金
の

配
分
に
よ
り
７
年
度
と
８
年

度
の
２
か
年
で
解
体
す
る
考

え
で
あ
り
、
今
年
度
は
旧
不

動
堂
中
学
校
解
体
の
予
定
で

あ
る
。

問　

閉
校
中
学
校
の
備
品
、

設
備
、
機
材
な
ど
新
中
学
校

で
使
用
し
な
い
も
の
は
ど
う

す
る
の
か
。
町
民
な
ど
へ
の

払
い
下
げ
の
考
え
は
無
い
の
か
。

町
長　
新
中
学
校
で
使
用
し

な
い
も
の
は
、
町
の
公
共
施

設
で
の
活
用
、
各
行
政
区
の

集
会
場
な
ど
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
で
も
残
っ
た

も
の
は
町
民
皆
様
へ
の
払
い

下
げ
も
含
め
対
応
し
て
い
く
。

問　
旧
南
郷
中
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
サ※

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
な
ど
具
体
的
検
討
を
進

め
て
お
り
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
活
用
、
雇
用
を
生
む
地
域

産
業
拠
点
と
し
て
の
活
用

Ｒ※

Ｖ
パ
ー
ク
、
ド
ラ
イ
ブ
シ

ア
タ
ー
な
ど
様
々
な
提
案
が

出
さ
れ
て
い
る
。
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柳
やなぎ

田
た

政
まさ

喜
き

一般質問

意見を聞いて今後の在り方を

美味しい美里米を全国に

返
礼
品
米
の
確
保
を

〈
町
長
〉協
力
を
仰
ぎ
進
め
た
い

子どもの教育環境を最優先で

〈教育長〉意見を聞き考えていきたい

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

返
礼
品
米
の
確
保
は
十
分
か
。

町
長　
新
規
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
事
業
者
の
掘
り

起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、

現
在
、
各
事
業
者
と
提
供
量

の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　
返
礼
品
と
し
て
米
を
ど

れ
ぐ
ら
い
確
保
す
る
予
定
か
。

町
長　
事
業
者
と
調
整
を
し
、

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
数
量

な
ど
を
積
み
上
げ
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
何
度
も
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
返
礼
品

の
充
実
を
求
め
て
き
た
。
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額

に
よ
り
福
祉
事
業
の
充
実
を

図
る
自
治
体
も
あ
る
。
米
不

足
で
高
騰
し
て
い
る
今
こ
そ

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
米
を

積
極
的
に
確
保
し
、
継
続
し

て
も
ら
う
よ
う
す
べ
き
で
は
。

町
長　
ま
だ
ま
だ
努
力
が
足

り
な
い
。
こ
の
く
ら
い
の
米

を
集
め
れ
ば
こ
れ
く
ら
い
の

金
額
に
な
る
、
そ
の
使
い
道

ま
で
制
度
設
計
し
て
行
え
ば

良
い
が
、
一
年
分
の
ス
ト
ッ

ク
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
早
急
に
方
向
性
を
出
し
、

協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
た
い
。

問　
今
後
の
小
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
保
護
者
と

の
意
見
交
換
は
。

教
育
長　

児
童
数
の
減
少
が

進
行
し
て
お
り
、
再
編
を
含

め
た
検
討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。
ま
た
保
護
者

と
の
意
見
交
換
は
ま
だ
実
施

し
て
い
な
い
。

問　
不
動
堂
小
学
校
は
昭
和

51
年
建
設
で
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
。
再
編
も
含
め
改

修
、
建
て
替
え
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
今
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
そ
の
よ
う
な
時
期
が
来

る
。
今
後
の
方
向
性
を
教
育
委

員
会
で
検
討
し
た
い
。

問　
教
育
委
員
会
は
保
護
者

と
の
意
見
交
換
な
ど
行
い
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
最

優
先
で
考
え
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

保
護
者
の
意
見
を

聞
き
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問　
小
学
校
は
重
要
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
。

町
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

教
育
長　

統
廃
合
と
な
れ
ば

地
域
の
課
題
も
出
て
く
る
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
合
わ
せ
考

え
て
対
応
し
て
い
く
。
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村
む ら

松
ま つ

秀
ひ で

雄
お

一般質問

アメリカシロヒトリの防除は
〈町長〉薬剤配布と防除機の貸出し

災害時に井戸の活用を

〈町長〉優先して取り掛かる  

問　
井
戸
マ
ッ
プ
の
事
前
登

録
意
向
調
査
は
行
っ
た
か
。

町
長　
防
災
管
財
課
で
井
戸

の
所
在
や
種
別
を
調
べ
、
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
で
作
成
し

た
。
意
向
調
査
は
、
こ
れ
か

ら
地
区
別
に
実
施
す
る
。

問　
要
綱
整
備
も
含
め
た
運

用
は
。

町
長　
近
隣
市
町
村
を
参
考

に
運
用
方
法
を
検
討
し
、
要

綱
を
整
備
し
て
い
く
。

問　
自
主
防
災
組
織
と
の
関

り
は
。

町
長　
災
害
時
協
力
井
戸
の

活
用
は
、
地
域
に
存
在
す
る

た
め
自
主
防
災
組
織
の
関
り

は
不
可
欠
で
あ
る
。

問　
検
討
会
議
や
打
ち
合
わ

せ
の
内
容
は
。

町
長　
井
戸
マ
ッ
プ
の
作
製
、

意
向
調
査
の
実
施
方
法
の
検

討
、
他
事
例
の
調
査
な
ど
を

行
っ
た
。

問　
防
災
計
画
に
は
、
飲
料

水
の
記
述
は
あ
る
が
生
活
用

水
の
記
述
は
な
い
。
な
ぜ
か
。

町
長　
災
害
時
協
力
井
戸
制

度
な
ど
の
整
備
が
整
い
次
第
、

マ
ッ
プ
も
含
め
記
載
す
る
。

問　
井
戸
水
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
取
り
掛
か
る

べ
き
で
あ
る
が
。

町
長　
優
先
し
て
取
り
掛
か

る
。

問　
本
町
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
発
生
状
況
の
把
握
は
。

町
長　
行
政
区
長
や
衛
生
組

合
、
町
民
か
ら
の
情
報
で
把

握
し
て
い
る
。

問　
行
政
区
や
町
民
か
ら
の

駆
除
要
請
へ
の
対
応
は
。

町
長　
公
園
な
ど
公
共
施
設

は
町
が
対
応
。
個
人
宅
の
場

合
は
、
衛
生
組
合
の
協
力
を

得
て
樹
木
の
所
有
者
に
行
っ

て
い
た
だ
く
。

問　
町
内
被
害
箇
所
へ
の
パ

ト
ロ
ー
ル
は
行
っ
た
か
。

町
長　
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

町
民
か
ら
の
情
報
で
被
害
箇

所
の
確
認
だ
け
で
あ
る
。

問　
本
町
の
防
除
支
援
策
は
。

町
長　
衛
生
組
合
に
薬
剤
の

配
布
と
防
除
機
械
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
。

問　
町
所
有
防
除
機
は
３
台

だ
が
、
貸
出
し
に
十
分
か
。

町
長　

貸
出
し
予
約
は
埋

ま
っ
て
お
ら
ず
、
現
状
の
３

台
で
可
能
で
あ
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事

業
で
動
力
薬
剤
散
布
機
の
購

入
が
可
能
か
。

町
長　

補
助
金
と
し
て
は
、

想
定
し
て
い
な
い
。
薬
剤
散

布
の
機
械
な
ど
の
購
入
は
、

衛
生
組
合
に
使
用
で
き
る
補

助
金
が
あ
る
。

井戸水を非常時に利用

防除に貸し出しされる動力散布機
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吉
よし

田
だ

二
じ

郎
ろう

７１０名の署名を添えた陳情

〈町長〉真摯に受け止める

一般質問

問　
旧
小
牛
田
中
学
校
跡
地

を
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
す
る
陳

情
書
が
、
７
１
０
名
の
署
名

を
添
え
て
美
里
町
サ
ッ
カ
ー

協
会
長
名
で
議
長
あ
て
に
提

出
さ
れ
た
が
、
町
に
も
要
望

な
ど
は
出
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
町
に
は
直
接
の
要
望

は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と

し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
の
参
考
と
し

て
い
く
。

問　
学
校
跡
地
の
利
活
用
は
、

地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
取
り
入
れ
て
跡
地
の
効

果
的
な
利
活
用
を
進
め
て
い

く
と
思
っ
て
い
た
が
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の

良
い
と
こ
ろ
は
。

町
長　
住
民
の
意
見
や
行
政

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
民
間

事
業
者
の
関
心
、
参
入
意
欲
、

条
件
を
把
握
す
る
こ
と
で
具

体
的
な
活
用
方
法
を
検
討
で

き
る
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の

実
施
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
か
。

問　
旧
小
牛
田
町
の
合
併
30

周
年
を
記
念
し
、
蜂
谷
森
公

園
に
昭
和
59
年
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
お
祝
い
す
る
梅
の

木
の
記
念
植
樹
を
し
た
。
そ

の
後
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
委
託
業
者
に
よ
る
剪

定
や
防
除
な
ど
を
適
時
実
施

し
て
い
る
。

問　
記
念
植
樹
し
た
梅
の
木

の
場
所
が
分
か
り
づ
ら
い
が

ど
こ
か
。

町
長　
植
樹
し
た
際
の
資
料

が
残
っ
て
な
い
が
、
公
園
の

西
側
か
ら
中
央
に
か
け
て
植

え
て
あ
る
。

問　
公
園
は
昭
和
59
年
３
月

に
総
工
費
１
億
３
０
０
万
円

で
整
備
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
た
か
。

町
長　
地
形
を
生
か
し
た
遊

町
長　
跡
地
活
用
の
提
案
を

い
た
だ
い
た
事
業
者
と
直
接

対
話
を
行
い
、
提
案
内
容
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

町
と
し
て
の
方
向
性
と
の
整

合
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
。

問　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
に
参
加
し
た
民
間
企

業
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
な
ど
は
何

社
か
。

町
長　
民
間
の
企
業
９
社
で

あ
る
。

利活用が求められる旧小牛田中学校

適切な管理が求められる公園

公
園
に
記
念
植
樹
し
た
梅
の
木
は

〈
町
長
〉
委
託
業
者
で
剪
定
な
ど
実
施

歩
道
、
芝
生
広
場
や
野
外
ス

テ
ー
ジ
の
整
備
、
ト
イ
レ
や

テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
な
ど
の

整
備
を
行
っ
た
。

問　
隣
接
す
る
蜂
谷
森
団
地

公
園
内
の
ト
イ
レ
に
は
使
用

禁
止
の
貼
紙
が
あ
る
。
ま
た
、

防
犯
灯
の
支
柱
、
遊
具
、
周

囲
の
鉄
柵
に
錆
が
目
立
っ
て

い
る
が
、
遊
具
や
ト
イ
レ
の

改
善
は
あ
る
か
。

町
長　
ト
イ
レ
の
建
物
に
傾

き
が
生
じ
排
水
不
良
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

に
撤
去
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
公
園
施
設
に
つ
い

て
は
、
美
里
町
公
園
施
設
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
修
繕

な
ど
行
う
予
定
で
あ
る
。
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伊
い

藤
とう

牧
まき

世
よ

学校部活動の地域展開は

〈町長〉しっかりと対応していく

一般質問

問　
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
は
、
行
政
に
関
わ
る
も
の

が
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
推

進
は
難
し
い
。
町
が
理
解
も

せ
ず
準
備
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
な
く
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
。
地
域
ク
ラ
ブ
の
設
立
だ

け
で
は
な
く
環
境
の
整
備
も

あ
る
。

　
社
会
教
育
の
観
点
か
ら
部

活
動
の
地
域
展
開
を
熟
慮
し
、

教
育
環
境
整
備
、
子
育
て
支

援
体
制
と
共
に
発
展
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
た
め
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
が
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
近
隣
市
町
村
を
参
考

に
、
活
動
が
し
っ
か
り
と
で

き
る
形
で
対
応
し
て
い
く
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
で
協

議
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
の
か
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
、
他
市
町
村
の
事

例
も
研
究
し
、
協
議
す
る
。

問　
美
里
中
学
校
体
育
施
設

は
膨
大
な
金
額
が
投
資
さ
れ

て
い
る
。

問　
18
歳
未
満
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
使
用
制
限

の
規
制
に
関
す
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
携
帯
依
存
症
や
長

時
間
の
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
視
聴
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

町
長　
条
例
で
の
規
制
を
行

う
予
定
は
な
い
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

適
正
な
使
用
や
テ
レ
ビ
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
各
小
中
学
校

や
幼
稚
園
、
保
育
所
を
通
じ

て
広
く
啓
発
し
て
い
く
。

問　
テ
レ
ビ
の
画
面
を
見
る

時
間
制
限
の
具
体
例
は
。

町
長　
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、

視
聴
時
間
は
２
歳
以
上
２
時

間
以
内
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

問　
保
育
園
や
幼
稚
園
で
長

時
間
見
て
い
れ
ば
影
響
が
出

る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学

校
で
も
画
面
を
見
る
時
間
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
共
通
理

解
し
一
体
的
に
考
え
、
各
課

連
携
、
全
庁
挙
げ
て
の
子
ど

も
・
子
育
て
環
境
体
制
の
整

備
・
構
築
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長　
必
要
性
を
重
々
実
感

し
て
お
り
、
全
庁
を
挙
げ
町

民
も
巻
き
込
み
な
が
ら
一
体

的
に
オ
ー
ル
美
里
で
子
育
て

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
使

用
済
紙
お
む
つ
処
理
が
、
本

町
で
は
保
護
者
に
よ
る
持
ち

帰
り
で
あ
る
。
使
用
済
紙
お

む
つ
の
処
理
を
施
設
内
で
一

元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
衛

生
管
理
の
向
上
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
、
個
別
管
理
の
業

務
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
早
急
に
対
応
を
。

町
長　
今
後
の
対
応
は
施
設

内
で
一
元
管
理
す
る
場
合
の

費
用
負
担
の
在
り
方
を
含
め

て
協
議
・
検
討
し
、
今
年
度

中
に
改
善
を
図
る
こ
と
を
協

議
し
て
い
る
。
準
備
が
で
き

次
第
、
取
り
組
み
た
い
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
プ
ー
ル

を
開
放
し
利
用
で
き
る
環
境

に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や

プ
ー
ル
の
開
放
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問　
電
気
料
金
高
騰
で
施
設

維
持
管
理
費
に
影
響
が
出
て

い
る
。
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設

夜
間
照
明
利
用
料
金
と
エ
ア

コ
ン
の
利
用
料
金
は
適
正
か
。

町
長　
夜
間
照
明
は
電
気
料

金
高
騰
を
踏
ま
え
適
正
な
受

益
者
負
担
割
合
を
勘
案
し
、

新
た
な
料
金
設
定
が
必
要
で

あ
る
。
冷
暖
房
料
も
適
時
見

直
し
を
図
り
、
適
正
な
金
額

を
設
定
し
た
い
。

使
用
済
紙
お
む
つ
の
一
元
管
理
を

〈
町
長
〉
準
備
次
第
、
取
り
組
み
た
い

地域活動の受皿はどこに

より良い子育て環境を
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山
やま

岸
ぎし

三
みつ

男
お

衛
生
組
合
へ
の
支
援
増
額
は

〈
町
長
〉
環
境
を
守
る
予
算
も
必
要

一般質問
問　
公
衆
衛
生
事
業
と
空
家

等
対
策
事
業
の
施
策
は
「
生

活
環
境
や
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
の
対
策
」
と
し
て

い
る
。
地
域
衛
生
組
合
に
予

算
を
増
額
し
て
は
。

　
ま
た
、
所
有
者
に
対
し
て

は
事
前
に
連
絡
、
了
承
を
得

る
な
ど
し
て
、
行
政
区
・
自

治
会
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
合

問　
行
政
区
長
設
置
事
業
に

つ
い
て
は
見
直
し
を
図
っ
て

来
た
と
し
て
い
る
が
、
報
酬

の
均
等
割
は
２
万
８
５
０
０

円
と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

町
長　
報
酬
の
算
定
額
に
つ

い
て
は
平
成
18
年
度
か
ら
変

更
は
な
い
。

問　
行
政
区
長
の
仕
事
は
主

に
、
行
政
上
や
各
種
調
査
の

取
り
ま
と
め
、
行
政
区
民
の

地
区
内
の
要
望
及
び
連
絡
事

項
、
地
域
活
動
の
助
言
に
関

す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
業

務
で
最
大
な
の
は
、
月
末
に

持
っ
て
こ
ら
れ
る
配
布
物
の

作
業
が
大
変
で
あ
る
。
同
時

に
行
政
区
・
地
域
の
取
り
ま

と
め
役
を
担
っ
て
い
る
。
報

酬
は
19
年
間
見
直
し
さ
れ
て

い
な
い
。
検
討
す
べ
き
課
題

と
思
う
が
。

町
長　
本
町
の
区
長
報
酬
は

県
内
で
も
高
い
方
で
あ
る
こ

と
が
改
定
を
見
送
っ
て
き
た

理
由
と
な
っ
て
い
た
。
町
の

行
政
運
営
上
、
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
労
苦
に

報
い
る
額
と
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

い
、
隣
近
所
で
迷
惑
を
被
っ

て
い
る
方
々
の
草
刈
り
な
ど

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
と
考
え
る
が
。

町
長　
地
域
み
ん
な
で
、
空

き
家
対
策
を
考
え
る
、
衛
生

組
合
や
み
ん
な
で
共
通
認
識

で
あ
れ
ば
、
地
域
の
環
境
を

守
る
た
め
の
予
算
も
必
要
で

あ
る
。
町
全
体
の
環
境
を
守

多種におよぶ配布物

19年間で待遇改善検討は

〈町長〉必要に応じ見直しを図る

る
と
い
う
必
要
性
は
あ
る
。

町
と
し
て
何
が
で
き
る
か

し
っ
か
り
考
え
方
向
性
が
見

い
だ
せ
れ
ば
と
考
え
る
。

問　
空
家
等
対
策
事
業
で
６

年
度
に
助
言
ま
た
は
指
導
件

数
40
件
の
う
ち
適
切
に
対
応

さ
れ
て
い
る
件
数
は
。

町
長　
助
言
指
導
に
よ
り
空

き
家
の
所
有
者
な
ど
が
適
切

に
対
応
し
た
数
は
24
件
で

あ
っ
た
。

問　
対
応
さ
れ
た
所
有
者
や

近
隣
者
の
意
見
・
要
望
な
ど

は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
近
隣
者
か
ら
は
、
指

導
に
応
じ
な
い
所
有
者
に
対

し
て
、
さ
ら
に
強
い
指
導
を

行
う
よ
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

環境整備が求められる空き地
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佐
さ

野
の

善
よし

弘
ひろ

問　
南
郷
高
校
、
松
山
高
校
、

鹿
島
台
商
業
高
校
を
再
編
し
、

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
鹿
島
台
商
業

の
敷
地
内
に
職
業
教
育
拠
点

校
が
９
年
４
月
に
開
校
す
る
。

開
校
ま
で
の
進
歩
状
況
は
。

町
長　
現
在
、
教
育
内
容
や

校
務
分
掌
な
ど
の
検
討
を
し

て
お
り
、
農
業
１
ク
ラ
ス
、

商
業
２
ク
ラ
ス
、
家
庭
１
ク

ラ
ス
の
４
ク
ラ
ス
と
し
、
新

校
舎
の
建
設
は
本
年
１
月
か

ら
８
年
12
月
ま
で
に
完
成
す

る
計
画
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
学
校
を
目

指
し
て
い
る
か
。

一般質問

南郷高校の跡地の利用は

総合計画・戦略の目標人口は

〈町長〉企業誘致も含め進める

〈町長〉２０４０年に１万９３０６人

90年の歴史をとじる南郷高校

「心、わきたつ」美里町に

町
長　
教
育
基
本
構
想
で
は
、

①
食
を
テ
ー
マ
と
す
る
専
門

教
育
②
各
専
門
分
野
の
特
色

あ
る
取
組
③
各
専
門
分
野
の

連
携
・
協
働
を
通
し
て
、
課

題
設
定
能
力
、
課
題
解
決
能

力
の
育
成
④
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
や
魅
力
化
に
取
り
組

み
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

問　
県
へ
の
南
郷
高
校
跡
地

活
用
要
望
は
。

町
長　
宿
泊
研
修
施
設
、
研

究
機
関
、
公
園
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
企
業
誘
致
の
た
め

の
工
業
団
地
の
活
用
で
あ
る
。

問　
第
３
期
策
定
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

町
長　

７
月
に
一
般
住
民
、

学
識
経
験
者
で
審
議
会
を
設

置
し
、
調
査
・
審
議
を
進
め

て
い
る
。
10
月
中
旬
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

議
会
12
月
会
議
に
関
連
議
案

を
提
出
予
定
で
あ
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で

の
成
果
・
課
題
は
。

町
長　
７
年
４
月
美
里
中
学

校
が
開
校
し
、
教
育
環
境
の

充
実
が
図
ら
れ
た
。
農
業
の

担
い
手
の
確
保
と
経
営
基
盤

の
強
化
の
支
援
、
中
小
企
業

の
事
業
拡
大
、
事
業
継
続
に

係
る
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

住
宅
取
得
や
空
き
家
の
活
用

の
支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
組
ん
だ
。
保
育
施
設
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
に

取
組
み
、
待
機
児
童
数
ゼ
ロ

を
達
成
し
た
。

問　
将
来
像
と
目
標
人
口
は
。

　
ま
た
、
主
要
課
題
、
基
本

的
方
向
は
。

町
長　
心
豊
か
な
人
材
を
育

み
、
地
域
産
業
が
発
展
し
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
生
き
生
き

と
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
ま

ち
。
２
０
４
０
年
の
目
標
人

口
は
１
万
９
３
０
６
人
と
す

る
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
促
進

を
重
要
視
点
と
し
、
住
環
境

の
整
備
、
雇
用
の
創
出
、
教

育
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
基

盤
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
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一般質問一般質問
あ
れこ
れ

件　　　　　名 提　　出　　者 受付年月日
OTC類似薬の公的保険外し・給付制限の中止を
求める陳情書

宮城県社会保障推進協議会� 会長 岩倉 政城
宮城県民主医療機関連合会� 会長 舩山由有子 7年8月29日

令和８年度　理科教育設備整備費等補助金予算計
上についてのお願い

公益社団法人 日本理科教育振興協会
会長　大久保　昇 7年9月1日

※�陳情書とは、紹介議員のある
　請願書以外のものをいいます。9月会議で全議員に配付しました。陳情書等一覧

陳情に対する
常任委員会調査報告

「小牛田中学校跡地をスポーツ公園とするための陳情」
に関する調査 （受付７年５月８日）

陳　 　 情 　 　 者　美里町サッカー協会　会長　渡邉　恒夫
付　 　 託 　 　 先　総務、産業、建設常任委員会
調  査  年  月  日　令和７年６月26日
調  査  目  的　�議会に対して、美里町サッカー協会より710名の署名を添えて提出されたこと

から、陳情書提出者から意見聴取し対応する。
調  査  結  果　陳情書を了とする。

伊
藤
　
牧
世

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
あ

る
マ※

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作

成
の
助
言
や
記
載
方
法
の
指

導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
全
戸
に
配
布
ま
た
は
大
々

的
に
備
え
る
呼
び
か
け
を
し

て
は
。

町
長　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
作
成
は
地
区
の
防
災
訓

練
な
ど
で
地
域
防
災
指
導
員

が
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
は
有
事
の
際
に
有
益

で
あ
り
、
配
布
や
呼
び
か
け

を
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

プ
ー
ル
利
用
の
料
金
は

問　
美
里
町
ス
イ
ミ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
涌
谷
町
の
小
中
学

生
を
無
料
で
入
館
さ
せ
て
い

る
が
、
別
途
利
用
料
を
徴
収

し
て
い
る
の
か
。

町
長　
夏
休
み
期
間
中
に
お

け
る
利
用
実
績
に
基
づ
き
涌

谷
町
か
ら
利
用
料
金
が
支
払

わ
れ
る
。

赤
坂
　
芳
則

学
校
跡
地
の
活
用
は

問　

２
中
学
校
解
体
を
見
送

る
考
え
は
な
い
の
か
。
解
体

し
な
い
場
合
の
年
間
維
持
経

費
は
。
ま
た
、
旧
練
牛
小
学

校
、
砂
山
小
学
校
跡
地
の
年

間
維
持
費
と
売
却
予
定
は
。

町
長　
解
体
を
見
送
る
考
え

は
な
い
。
年
間
維
持
費
は
そ

れ
ぞ
れ
４
３
０
万
円
程
度
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
旧
練

牛
小
学
校
跡
地
の
維
持
経
費

は
年
間
約
40
万
円
で
、
売
却

の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

旧
砂
山
小
学
校
跡
地
は
２
万

円
で
、
地
域
で
活
用
継
続
す

る
こ
と
か
ら
売
却
の
考
え
は

な
い
。

吉
田
　
二
郎

利
用
者
の
利
便
性
を

問　
住
民
バ
ス
の
１
便
当
た

り
の
利
用
者
数
は
、
美
里
線

の
11
人
以
外
は
、
５
人
か
ら

６
人
で
あ
る
。
乗
車
定
員
の

少
な
い
自
動
車
で
も
良
い
と

思
う
が
。

町
長　
１
便
当
た
り
の
平
均

の
利
用
者
数
が
５
人
か
ら
６

人
で
あ
っ
て
も
時
間
帯
に
よ

っ
て
は
一
時
的
に
10
人
を
超

え
る
便
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
乗
車
定
員
の
少
な

い
自
動
車
の
導
入
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

柳
田
　
政
喜

専
門
指
導
員
を

問　
各
小
学
校
の
水
泳
授
業

実
施
状
況
及
び
、
着
衣
水
泳

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
水
泳
の
授
業
が
少
な
い

所
で
は
専
門
指
導
員
に
よ
る

指
導
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
。

教
育
長　
中
埣
小
学
校
で
各

ク
ラ
ス
３
回
、
そ
の
他
小
学

校
で
は
８
か
ら
10
回
行
わ

れ
て
い
る
。
着
衣
水
泳
は
、

中
埣
小
学
校
を
除
い
て
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
指

導
員
の
取
り
組
み
を
教
育
委

員
会
で
研
究
し
た
い
。

※
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
…�

住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
事
前
に

時
系
列
で
整
理
し
た
「
自
分
自
身
の
防
災
行
動
計
画
」。
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あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ

　都市公園や児童公園について、除草や樹木の整枝伐採、遊具の点検整備など、快適な環
境を求めてきました。

　名称変更された大口団地公園（旧彫堂児童公園）と山の神団地公園の遊具がカラフルで安全
な遊具に整備されました。

◆事業費（２公園）2665万円　◆工　期　６年７月24日～７年１月31日

どうなった

公園の計画的な整備と維持管理を求めました

町内2か所の公園の遊具が新しく整備されました

予算審査や決算審査で意見を付した
「その後」を報告します。

整備前の山の神団地公園

整備後の山の神団地公園

整備前の大口団地公園（旧彫堂児童公園）

整備後の大口団地公園
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特別委員会
最終報告

　
町
議
会
で
は
令
和
４
年
２
月
に
町
議
会

議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
３
月
会
議
に
お

い
て
「
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
３
年
度
に
報
告
さ
れ

た
取
り
組
み
内
容
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

確
認
決
定
さ
れ
た
事
項
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
に
向

け
て
、
２
つ
の
分
科
会
で
調
査
、
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

第１分科会
１. 議会運営について
　①予算・決算の審議
　②自由討議

　③議会事務局の体制強化

２. 議員経費について
　① 政務活動費

第２分科会
３. 開かれた議会について
　①議会デジタル化推進、情報発信
　・タブレット活用の検証
　・ペーパーレス化に向けての検証
　②情報公開
　③議会懇談会
４. 委員会について
　①議会だより編集特別委員会

議会活性化調査特別委員会　委員

議会活性化調査取組項目

第１分科会 第２分科会
分 科 会 委 員 長 柳　田　政　喜 佐　野　善　弘
分科会副委員長 赤　坂　芳　則 伊　藤　牧　世

委 　　　　　 員

藤　田　洋　一 平　吹　俊　雄
櫻　井　功　紀 吉　田　二　郎
鈴　木　惠　悦 山　岸　三　男
前　原　吉　宏

委員長　村　松　秀　雄　　　副委員長　佐　野　善　弘

広報､ 広聴常任委員会  
　　　　　　　　 を新設
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議
会
運
営

①
予
算
・
決
算
の
審
議

　

審
査
方
式
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
分
科
会
方
式
で
の
審

査
方
式
が
望
ま
し
い
。

　

詳
細
説
明
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
大
幅
な

変
更
点
の
み
と
し
、
短
縮
と

す
る
。

　

総
括
質
疑
、
連
合
審
査
、

各
委
員
長
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
通
り
必
要
で
あ

る
。

②
自
由
討
議

　

本
会
議
、
特
別
委
員
会
、

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
と
す
る
。
常
任
委
員
会
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
規
定
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
委
員
長

采
配
で
常
時
行
わ
れ
て
お
り
、

検
証
の
結
果
、
新
た
に
定
義

す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
と
す
る
。
分

科
会
も
、
常
任
委
員
会
と
同

様
で
あ
る
。

③
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
体
制
の
強
化

　

現
員
数
の
検
証
で
は
、
監

査
と
兼
務
し
て
お
り
、
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
正
職
員

ま
た
は
会
計
年
度
任
用
職
員

一
人
を
配
置
す
べ
き
で
あ
る

と
し
た
。

 

議
員
経
費

①
政
務
活
動
費

　

導
入
の
検
証
で
は
必
要
な

図
書
、
調
査
研
究
費
は
措
置

さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
の

導
入
は
見
送
る
べ
き
で
あ
る

と
し
た
。

 

開
か
れ
た
議
会

①
議
会
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
、
情
報
発
信

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
検
証

で
は
、
現
在
議
員
に
貸
与
さ

れ
て
い
る
端
末
機
は
、
２
年

12
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
集
合
し
て
の

会
議
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た

め
、
ウ
ェ
ブ
会
議
用
で
の
活

用
を
前
提
に
導
入
し
た
が
、

会
議
の
連
絡
に
活
用
し
て
い

る
程
度
の
た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
機
能
を
検
証
し
活
用
に
つ

い
て
の
整
理
を
行
っ
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け

て
の
検
証
で
は
、
現
在
使
用

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は

対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

機
種
及
び
機
能
の
更
新
を
含

め
て
、
先
進
的
な
取
組
を
参

考
に
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

　

効
率
的
で
迅
速
な
議
会
運

営
・
議
案
審
査
、
情
報
の
共

有
、
議
会
の
活
性
化
な
ど
町

民
に
開
か
れ
た
議
会
と
更
な

る
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た

め
新
規
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

②
情
報
公
開

　

映
像
配
信
の
検
証
で
は
、

傍
聴
に
行
け
な
く
て
も
身
近

で
議
会
の
様
子
が
見
ら
れ
る

環
境
を
町
民
に
提
供
す
る
た

め
、
平
成
25
年
よ
り
議
場
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
中
継
、
録
画
中
継

を
開
始
し
、
３
年
度
か
ら
は
、

映
像
配
信
の
経
費
削
減
を
検

討
し
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信

に
切
換
え
、
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
を
今
後
も

継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 　

議
会
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム

の
検
証
で
は
、
現
在
使
用
し

て
い
る
議
場
の
放
送
設
備
は
、

平
成
18
年
か
ら
使
用
し
て
い

る
機
器
で
19
年
経
過
し
て
お

り
、
早
期
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

へ
の
更
新
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
は
委
員
会
室
の
設
置

及
び
専
用
の
録
音
機
器
、
カ

メ
ラ
設
備
を
整
備
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
情
報
公
開
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
し
た
。

③
議
会
懇
談
会

　

議
会
懇
談
会
の
開
催
方

法
・
開
催
時
期
・
開
催
内
容

は
、
今
ま
で
ど
お
り
と
し
、

広
報
、
広
聴
常
任
委
員
会
の

広
聴
分
科
会
で
企
画
運
営
す

る
こ
と
と
し
た
。

 

委
員
会

①
議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会

　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委

員
会
を
廃
止
と
し
、
広
報
、

広
聴
常
任
委
員
会
を
設
置
す

る
と
し
た
。
広
報
分
科
会

（
定
数
６
人
）、
広
聴
分
科
会

（
定
数
６
人
）を
置
き
、
広
報

分
科
会
は
議
会
の
広
報
に
関

す
る
こ
と
、
広
聴
分
科
会
は

議
会
の
広
聴
に
関
す
る
こ
と

を
企
画
運
営
す
る
と
し
た
。

（
６
年
２
月
５
日
施
行
）

 

お
わ
り
に

　

３
年
度
ま
で
の
取
組
と
確

認
事
項
を
受
け
検
証
と
さ
ら

な
る
活
性
化
に
向
け
た
調
査

研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
と

し
て
広
報
と
公
聴
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
、
広
聴
常
任
委
員

会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
情
報
発
信
を
含
め
、
議

会
活
性
化
を
目
指
す
調
査
研

究
は
引
き
続
き
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

ペーパーレス会議システム デモンストレーション
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み
ん
な
で
フ
レ
イ
ル
予
防

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
方
が
一
生
懸
命
取
り

組
み
、
私
も
誘
わ
れ
１
回
参
加
し
て

み
ま
し
た
が
、
体
が
非
常
に
軽
く
な

り
ま
し
た
。
一
部
民
区
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
早
朝
の
テ
レ
ビ
等
を
活
用
し

て
取
り
組
め
ば
、
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
と
思
い
ま
す
。�

（
73
歳
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
良
か
っ
た

　
「
み
な
さ
ん
の
出
番
で
す
」
の
美

里
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
が
良
か
っ
た
で
す
。
ど

ん
な
き
っ
か
け
で
も
い
い
の
で
、
幅

広
い
年
代
の
人
が
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
く
れ
た
ら
素
敵
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
記
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
72
歳
）

議
会
の
活
動
が
知
れ
る

　
議
会
だ
よ
り
に
は
、
美
里
町
で
何

を
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
、
活
動

内
容
な
ど
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。�

（
34
歳
）

雨
不
足
が
心
配
だ
っ
た

　
久
し
振
り
に
議
会
だ
よ
り
の
ク
イ

ズ
の
答
え
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
体
調
を
崩
し
て
や
っ
と
ペ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
米

作
り
が
で
き
ず
農
地
を
委
託
し
て

13
年
で
す
。
雨
不
足
で
ダ
ム
の
貯
水

率
が
下
回
っ
て
稲
の
出
穂
時
期
な
の

で
早
く
雨
が
降
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。�
（
81
歳
）

花
が
き
れ
い

　

議
会
だ
よ
り
を
自
分
で
め
く
り
、

人
や
花
な
ど
が
写
っ
て
い
る
の
を

見
つ
け
る
と
指
を
指
し
て
喜
ん
で

い
ま
す
。�

（
３
歳
）

写
真
で
見
や
す
い

　
議
会
だ
よ
り
は
二
色
に
色
づ
け
さ

れ
読
み
や
す
く
、
写
真
も
の
っ
て
お

り
大
変
見
や
す
い
で
す
。�

（
75
歳
）

若
い
世
代
に
期
待

　
み
な
さ
ん
の
声
で
の
若
い
人
達
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
耳
を
傾
け
て
い
ら
れ

る
こ
と
に
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
若
い
世
代
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
81
歳
）

議
員
活
動
に
あ
り
が
と
う

　

議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
な
が
ら

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
議
員
さ

ん
の
活
動
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
76
歳
）

町
の
こ
と
が
詳
し
く
知
れ
る

　
美
里
町
で
行
わ
れ
て
い
る
事
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
写
真
な
ど

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
見
や

す
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
発
行
さ
れ

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
63
歳
）

災
害
時
避
難
所
を

不
動
堂
中
学
校
の
跡
地
に
災
害
時

拠
点
施
設
に
な
る
建
物
を
建
て
て
欲

し
い
。
志
賀
町
が
避
難
す
る
と
こ
ろ

が
な
く
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
。�

（
89
歳
）

　

議
会
だ
よ
り
の
ク

イ
ズ
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

　

10
月
４
日
小
牛
田
保
育
所

の
運
動
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
声
援
の
中
、

子
ど
も
達
は
み
ん
な
笑
顔
で

は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

表紙写真
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町内で活動している
団体を紹介します。

第19回

ふれあいコーナー

皆さんで楽しむことが健康寿命に繋がりますね

Ｑ　活動をはじめたきっかけは？

Ａ　�　平成27年11月に地域の有志により
健康麻雀サロンを開設し、今年で10年
目になります。現在は15名で活動して
います。当時、笹舘地区は少子高齢化が
進み、住民同士の親睦の希薄が課題と
なっていました。打開策として健康麻雀
サロンを開設し、地域住民の連携と協調
を図り、高齢者のひきこもりの防止と相
互の安否確認及び健康増進を見いだすこ
とができました。

Ｑ　議会だよりの感想・議会に一言！

Ａ　�　議会運営や各議員さんの活動状況が見
聞できる広報誌として、毎回楽しみに拝
読してます。今回、私達を取り上げてい
ただきましたが、今後も幅広い年齢層や
地域の特性を活かした様々な活動の様子
をクローズアップし、住民一人一人の町
づくりや健康づくり等の意識を高めなが
ら、地域の活性化により住み良い地域、
住み良い町を目指した議員皆さんのご活
躍を祈念致します。

Ｑ　活動内容をどうぞ！

Ａ　�　健康麻雀は「金を賭けない」「酒は飲まない」
「たばこは吸わない」をモットーに、笹舘集会
所を会場に月２回第２水曜日、第４水曜日の午
後１時から午後５時まで年間を通して活動して
います。開設当時からのメンバーが多数参加し
ており、繰り返し指先を動かしたり、頭で考え
たりすることが介護予防につながり継続して参
加できているのではないかと思います。

　　�　また、仲間と病気や安否確認などの情報交換
ができ、地域コミュニティの一助ともなってお
ります。今後も高齢者の憩いの場として長く活
動してまいりたいと思います。

笹舘健康麻雀サロン

応援
 してま〜す
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検索GO！

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。

　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

　　　締切日
　令和７年11月30日㈰（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募17件、正解者17人）
　・佐　藤　富貴子　さん（志賀町）
　・須　藤　千賀子　さん（駅東２）
　・伊　藤　未　来　さん（福ヶ袋）
　・沼　津　和　子　さん（谷地中）
　・松　田　　　茂　さん（上二郷３）
◎前号の答え
　（①８、４　②４　③美里）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームぺージま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。

美里町公式ホームページ
（URL：https：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか

次回の会議 予定

12月９日（火）午前10時から
一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。

一般質問通告書は、ご希望の方に
無料で提供します。

議会ライブ中継配信
会議の映像を配信しています。ホームページ
からご覧になれます。

　

町
を
彩
る
黄
金
の
稲
穂
が
旭
を
浴

び
て
輝
い
て
い
ま
し
た
。
長
い
年
月

を
経
て
育
ま
れ
て
き
た
サ
サ
ニ
シ
キ

の
ご
先
祖
と
も
言
わ
れ
る
幻
の
米

「
旭（
あ
さ
ひ
）」
も
こ
の
よ
う
に
輝

い
て
い
た
の
か
と
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
待
ち
に
待
っ
た
美
里
町
産
の
お

米
を
頬
張
り
感
謝
と
幸
せ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
６
年
度
決
算
に
お
け
る

分
科
会
審
査
や
議
案
質
疑
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
産
の
取
得

で
は
中
学
校
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

取
得
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
岐

に
わ
た
る
質
疑
を
読
み
や
す
く
編
集

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
に
伝
わ
る
議
会
広

報
の
発
行
に
向
け
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
伊
藤　

牧
世
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
鈴
　
木
　
宏
　
通

広
報
、
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
分
科
会

　委
員
長
　
伊
　
藤
　
牧
　
世

　副
委
員
長
　
鈴
　
木
　
惠
　
悦

　委
　
　
員
　
赤
　
坂
　
芳
　
則

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
山
　
岸
　
三
　
男

　委
　
　
員
　
前
　
原
　
吉
　
宏

編
集
後
記

旭の恩恵に稔る稲穂

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

① ○年度決算をチェック

② 一般質問は○人の議員が21項目にわたり、
町の方針を問いただしました。

③ ○報、広聴常任委員会を新設

議　会　だ　よ　り No.84
9月会議

令和７年11月１日
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